
主
な
著
書
は
、『
郊
外
の
２０
世
紀
〜
テ
ー
マ
を
追
い
求
め
た
住

宅
地
』（
学
芸
出
版
社
）
、『
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
』（
共
著
、学

芸
出
版
社
）な
ど
。 

あ
る
。働
き
か
け
て
、そ
の
反
応
を
確
認
し
な
が
ら
、場

所
と
の
距
離
を
縮
め
、自
分
に
と
っ
て
の
意
味
を
確
認

れ
る
と
建
築
物
の
容
積
率
と
高
さ
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
。

（
※
２
）
都
心
の
遊
休
地
な
ど
で
、一
体
的
か
つ
総
合
的
な
市
街
地
の
再

開
発
を
実
施
す
る
地
区
計
画
制
度
。
民
有
地
を
活
用
し
な
が
ら

足
立 

基
浩
　W

ritten by M
otohiro A

dachi
「
19
ド
リ
ー
ム
ズ
（
平
成
19
年
度
関
西
Ｎ
Ｂ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
企
画
）
」
の
挑
戦

は 

じ 

め 

に

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
魅
力
と
役
割

   

　
著
者
の
担
当
ゼ
ミ
と
街
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
が
協
働
し

て
過
去
三
回
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

る（
二
〇
〇
五
年
、二
〇
〇
六
年
の
一
〇
月
毎
週
末
は

中
心
市
街
地
の
橋
の
上
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
、

二
〇
〇
七
年
度
は
四
ヶ
月
間
、空
き
店
舗
利
用
の
カ
フ
ェ

を
実
施
）。オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
事
業
に
注
目
し
た
の
は

街
中
で
の
歩
く
魅
力
を
再
発
見
す
る（
回
遊
性
）と
い

う
視
点
と
、何
よ
り
も
同
事
業
は
学
生
た
ち
が
楽
し
み

な
が
ら「
実
行
」し
や
す
い
と
い
う
点
に
あ
る
。実
施
に

当
た
り
、予
算
や
場
所
や
細
か
い
許
認
可
の
取
得
は
主

に
社
会
人
組
織（
街
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ

ア
フ
タ
ー
の
会
、著
者
が
座
長
）の
仕
事
で
、実
際
に
店
で

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、料
理
を
作
っ
た
り
、接
客
し 

　
こ
の
点
、日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？ 

　
日
本
の
場
合
も
、中
心
市
街
地
を
積
極
的
に
楽
し

む
べ
き
と
考
え
る
。
多
く
の
都
市
で
は
歴
史
が
眠
っ
て

い
る
。
和
歌
山
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、か
の
孫
文
と

南
方
熊
楠
氏
が
会
談
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
と
聞
い

て
驚
い
た
。 

　
そ
こ
で
著
者
が
数
年
前
か
ら
注
目
し
た
の
は
、回
遊

性
を
目
的
と
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
事
業
で
あ

り
、著
者
は
過
去
三
年
に
わ
た
り
主
催
者
と
し
て
和
歌

山
市
中
心
市
街
地（
ぶ
ら
く
り
丁
地
区
）に
て
同
事
業

を
実
施
し
て
き
た
。
街
を
回
遊
さ
せ
る
た
め
に
は
、毎

週
の
よ
う
に
内
容
が
変
わ
る
話
題
性
の
あ
る
場
所
が
必

要
で
あ
っ
た
が
、そ
ん
な
カ
フ
ェ
を
学
生
や
社
会
人
の
街

づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
で
実
行
し
て
き
た
。本
稿
で
は
こ
れ
ま

で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
の
取
り
組
み
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

　 

 

 
 

　
私
は
以
前
イ
ギ
リ
ス
に
約
五
年
滞
在
し
、ま
た
昨

年
は
短
い
期
間
で
あ
る
が
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
で

教
鞭
を
と
る
機
会
を
得
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
中
に
い

て
思
う
の
は
、地
元
の
人
は「
場
所
の
利
用
」に
長
け

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、二
〇
〇
六
年
に

著
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
都
市
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果（
※
）に
よ
れ
ば
、中
心
市
街
地
商
業
集

積
区
と
い
う
場
所
の
魅
力
は「
買
い
物
を
す
る
か
ら
」

で
は
な
く
、「
歩
い
て
楽
し
い
か
ら
」
と
い
う
回
答
が

最
も
多
い
。
実
際
、公
園
も
日
本
と
異
な
り
、本
を

読
ん
だ
り
、水
着
で
寝
そ
べ
っ
た
り
、サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
ん
だ
り
と
非
常
に
多
く
の
楽
し
み
方
を
見
せ
て

く
れ
て
い
る
。 
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ロイネット

旧
丸正

和歌山城

2

1

1

1

1

1 6 8

2

4

1

222

13 8 4 7 7

9

10 109 8

46

48

31

17
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2
2
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2

3
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4

4
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1

1

1

1

1
1
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9
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24
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113

1

1

2
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2
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1
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4

4
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た
り
す
る
の
は
大
学
生
の
仕
事
と
、話
し
合
い
の
な
か
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
カ
フ
ェ
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。実
際
、こ
の
作
戦
は
当
た
り
、秋

の
文
化
祭
的
な
意
味
合
い
の
あ
る
楽
し
い
も
の
と
な
っ
た
。 

 

　
中
心
市
街
地
と
い
う
公
共
ス
ペ
ー
ス

　
　
〜
空
間
価
値
は
千
五
百
万
円
〜

 

　
で
は
、二
〇
〇
五
年
度
秋
に
実
施
し
た
ぶ
ら
く
り
丁

地
区
に
あ
る
雑
賀
橋
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
集
客
効

果
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。 

　
の
べ
八
日
間
の
来
客
数
総
勢
は
約
八
二
四
人
、カ
フ
ェ

の
総
収
入
は
四
〇
・
二
万
円
と
計
上
さ
れ
た
。し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
費
用
を
合
計
す
る
と
総
費
用
は
約
八
一

万
円
と
な
り
単
独
で
は
赤
字
で
あ
り
、こ
れ
を
埋
め
る

た
め
に
和
歌
山
市
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

　
ま
た
、紙
幅
の
制
約
に
よ
り
詳
細
な
説
明
は
割
愛
す

る
が
Ｃ
Ｖ
Ｍ（
仮
想
市
場
法
）と
呼
ば
れ
る
統
計
手
法

を
利
用
し
て
路
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
的
な
価

値
の
計
測
も
行
っ
た
。 

　
そ
の
結
果
、市
民
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
約
千
五
百
万

円
の
公
益
的
な
価
値
が
あ
り
、さ
ら
に
こ
の
価
値
を
分

類
す
る
と「
街
に
活
気
を
呼
ぶ
価
値（
三
五
％
）」、「
景

観
を
楽
し
む
価
値（
三
三
・
五
％
）」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
所
と
し
て
の
価
値（
三
一
・
五
％
）」な
ど
が
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

　
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
歩
く
人
は
増
え
た
の
か
？ 

　
と
こ
ろ
で
、二
〇
〇
五
年
に
行
っ
た
同
事
業
に
よ
っ
て

「
回
遊
性
」の
向
上
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
本
調
査
に
お
い
て
は
、歩
行
者
交
通
量
調
査
も
行
っ

た
が
、図
１
、図
２
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
こ
れ
ら
の
図
は
、カ
フ
ェ
の
期
間
中（
一
〇
月
）と
期
間

後（
一
一
月
）で
の
人
々
の
交
通
量
の
変
化
を
示
し
て
い

る（
図
の
太
線
が
交
通
量
に
比
例
）。図
よ
り
明
ら
か
な

よ
う
に
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
終
了
後
の
交
通
量
増
加
が
観

測
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、

和
歌
山
城（
図
の
下
方
）か
ら
、ぶ
ら
く
り
丁
へ
の
歩
行

者
交
通
量
が
わ
ず
か
な
が
ら
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。こ
こ
に
、カ
フ
ェ
に
よ
る
や
や
広
範
囲
な
街
歩

き
の
増
大
が
確
認
で
き
る
。 

 

　
二
〇
〇
六
年
度 

京
橋
カ
フ
ェ

　
　
―
「
秋
の
海
」
と
い
う
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

 

　
カ
フ
ェ
事
業
は
翌
年（
二
〇
〇
六
年
秋
）に
も
引
き
続

き
行
わ
れ（
同
じ
く
一
〇
月
）、今
度
は
中
心
市
街
地

に
加
え
て
、海
浜
部
で
も
実
施
さ
れ
た（
片
男
波
地
区
）。 

　
こ
の
年
は
、中
心
市
街
地
は
三
日
間（
京
橋
と
い
う

名
前
の
橋
の
上
）、海
浜
部（
片
男
波
海
岸
）の
二
日
間
、

合
計
五
日
間
と
期
間
こ
そ
短
か
っ
た
が
七
〇
〇
人
程
度

の
集
客
に
恵
ま
れ
、ま
た
、海
浜
部
で
の
カ
フ
ェ
は
好
評

で
あ
っ
た
。海
岸
部
は
主
に
夏
場
だ
け
の
利
用
客
が
多

 

図1　歩行者の回遊性（オープンカフェ実施前：平成17年10月16日）

図2　歩行者の回遊性（オープンカフェ実施後：平成17年1１月27日）

和歌山市中心市街地
ぶらくり丁商店街地区

カフェ、実施後も歩行者は
減らず、逆に増えている

オープンカフェ実施地点
（雑賀橋上）

（注）地図上の数字は各路線の交通量を示している 
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二
〇
〇
七
年
度
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

―
一
九
週
の
夢
の
実
現

　
と
こ
ろ
で
、二
〇
〇
五
年
に
行
っ
た
同
事
業
に
よ
っ
て

「
回
遊
性
」の
向
上
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

わ
か
る
。こ
こ
に
、カ
フ
ェ
に
よ
る
や
や
広
範
囲
な
街
歩

き
の
増
大
が
確
認
で
き
る
。 

の
集
客
に
恵
ま
れ
、ま
た
、海
浜
部
で
の
カ
フ
ェ
は
好
評

で
あ
っ
た
。海
岸
部
は
主
に
夏
場
だ
け
の
利
用
客
が
多

い
が
、実
は
秋
も
情
緒
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
公
共
空

間
と
な
り
う
る
。 

　
気
持
ち
の
良
い
気
候
を「
カ
フ
ェ
」と
い
う
場
で
体
感

で
き
る
点
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
。 

　
か
く
し
て
二
〇
〇
六
年
度
も
一
定
の
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
た
が
、市
民
か
ら「
カ
フ
ェ
が
単
発
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、も
っ
と
長
期
的
な
カ
フ
ェ
運
営
を

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。 

　
そ
こ
で
、こ
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、二
〇
〇
七
年
度
は

長
期
型
の
回
遊
性
事
業
を
模
索
し
、「
19
ド
リ
ー
ム
ズ
」

企
画
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

    

　
今
回
の
企
画
で
は
、今
ま
で
の「
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
」

の
域
を
超
え
る
た
め
に
期
間
を
約
四
ヶ
月
、一
九
週
間

に
伸
ば
し
た
の
で
、「
19
ド
リ
ー
ム
ズ（
一
九
回
の
夢
の
実

現
）」と
命
名
し
た
。本
企
画
は「
何
か
街
な
か
で
や
り

た
い
こ
と（
夢
）が
あ
る
人
を
新
聞
な
ど
の
公
募
で
募
り

（
主
に
学
生
）、そ
の
人
が
そ
の
日
の
一
日
責
任
を
持
っ
て

店
の
運
営
を
行
う
」と
い
う
参
加
者
の
自
己
実
現
と
公

共
空
間
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
な
お
、同
企
画
で
は
、毎
週
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
を

カ
フ
ェ
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
例
え
ば
、先
日
、和
歌
山
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
数

名
か
ら
カ
フ
ェ
で
堅
苦
し
く
な
い
雰
囲
気
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
た
い
と
の
相
談
を
い
た
だ
き
、事
務
局
会

議
の
結
果
、一
月
二
〇
日（
日
曜
日
）に
実
施
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。ま
た
、あ
る
車
椅
子
の
女
性（
和

歌
山
市
か
ら
南
へ
一
〇
〇
㎞
離
れ
た
田
辺
市
在
住
）と

の
協
働
で
、「
車
椅
子
の
視
線
で
見
る
中
心
市
街
地
商

店
街
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ミ
ニ
講
演
も
企
画
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
他
、小
学
生
の
歌
、高
校
生

の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会
、な
ど
数
多
く
の「
夢
」の
実
現
を

行
っ
た
。 

 

　
街
づ
く
り
の
「
場
所
」
の
選
択

　
―
公
共
性
の
高
い
空
き
店
舗
「
レ
ン
タ
ル
・
カ
フ
ェ
」

　
　
と
い
う
考
え
方

 

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
明
確
に
な
っ
た
が
、当
初
我
々
が
一
番

苦
心
し
た
の
が
長
期
的
に
継
続
で
き
る「
場
所
」
選
び

で
あ
っ
た
。
苦
心
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
ア
イ
デ
ア
が
、

「
レ
ン
タ
ル・
カ
フ
ェ
構
想
」で
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
は
、空
き
店
舗
の
確
保
と
整
備
を
事
業
実
施
者

（
つ
ま
り
足
立
研
究
室
）が
行
い
、カ
フ
ェ
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
改
装
し
、一
定
期
間
、実
際
の
店
舗
運
営
は
市

民（
学
生
）に
任
せ
る（
つ
ま
り
、レ
ン
タ
ル
す
る
）、と
い

う
も
の
で
あ
る
。ま
た
、毎
週
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
り
な
が
ら
新
し
い
顧
客
を
獲
得
で
き
る
た
め
、新
し

い
人
脈
の
増
大
と
口
コ
ミ
に
よ
り
一
定
の
集
客
が
期
待

で
き
る
。 

　
つ
ま
り
、レ
ン
タ
ル・
カ
フ
ェ
を
経
由
し
て
一
定
の
需
要

を
確
保
し
、家
主
に
対
し
て
は「
応
益
型
」の
家
賃
支

払
い
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
企
画
で
あ
る
。こ
の
企
画
は
、

一
方
で
利
益
が
ゼ
ロ
の
場
合
、家
主
に
支
払
う
家
賃
は

ゼ
ロ
に
な
る
。つ
ま
り
、事
業
終
了
後
に
初
め
て
確
定
す

る
寄
付
金
の
よ
う
な
も
の
な
の
で「
公
共
性
の
高
い
空

き
店
舗
再
生
策
」と
い
え
る
。 

　
そ
の
後
、地
元
商
店
街
の
老
舗
靴
店
の
店
主
が
、こ
の

レ
ン
タ
ル
カ
フ
ェ・シ
ス
テ
ム
で
の
家
賃
支
払
契
約
を
快
く

結
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。基
礎
資
金
は
和
歌
山
市
の
市
民

提
案
事
業
に
応
募
し
こ
れ
を
獲
得
し（
約
四
七
万
円
。

な
お
、二
〇
〇
五
年
、二
〇
〇
六
年
も
同
資
金
を
獲
得
）、

こ
れ
を
原
資
に
、「
19
ド
リ
ー
ム
ズ
」が
実
現
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

　
カ
フ
ェ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

 

　
か
く
し
て
、平
成
一
九
年
九
月
二
九
日
か
ら
翌
年
の
一

月
末
ま
で
の
毎
週
末（
金
曜
日
、土
曜
日
、日
曜
日
）、オ
ー

プ
ン
型
の
空
き
店
舗（
前
面
ド
ア
の
な
い
店
舗
）に
お
い
て
、

和
歌
山
市
か
ら
の
補
助
金（
四
七
万
円
）を
利
用
し
て
カ

フェ
が
ス
タ
ー
ト
し
た（
店
の
名
称
は「
カ
フェ
w
i
t
h
」）。 

　
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
三
ヶ
月
間
の
総
収
益
は
約
九
二

万
円
で
、総
コ
ス
ト
は
工
事
費
用
や
ガ
ス
電
気
水
道
費
、

ま
た
材
料
費
な
ど
合
計
で
五
二
万
円
で
あ
っ
た
。人
手

に
つ
い
て
は
学
生
と
街
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
フ
タ

片男波海岸のオープンスペースでのカフェ（市民団体による音楽演奏） 
（2006年10月撮影） 
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和
歌
山
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。
一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
九
二

年
慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
新
聞
社
勤
務
後
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
留
学
を
経
て
（
P
h.

D.

取
得
）
、現
職
に
就
く
。
専
門
は

街
づ
く
り
論
、不
動
産
金
融
工
学
。
主
な
著
書
は
、『
空
間
の
社

会
経
済
学
』（
共
著
、日
本
経
済
評
論
社
）な
ど
。 

　
足
立
　

基
浩
（
あ
だ
ち
・
も
と
ひ
ろ
） 

CEL

お 

わ 

り 

に

ー
カ
レ
ッ
ジ
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
わ
れ
た
。店
内
は
い
つ

も
和
気
藹
々
と
し
て
お
り
、

運
営
中
は
参
加
者
全
員
が
経

営
者
感
覚
で
あ
り
、ま
た
お

客
さ
ん
と
の
対
話
を
何
よ
り

も
重
視
し
た
。そ
の
結
果
、多

く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
客
が
つ
い
た
。

あ
る
年
配
の
お
客
様
は「
こ

の
店
で
は（
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
の
）

会
話
が
あ
る
か
ら
楽
し
い
」と

の
感
想
を
述
べ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

　
二
〇
〇
七
年
カ
フ
ェ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
の
効
果
と
影
響

 

　
一
般
的
効
果
分
析 

　
九
月
二
九
日
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
二
月
二
二
日
時
点
ま

で
の
毎
週
末
の
来
客
数
の
合
計
数
は
二
〇
六
一
人
で

あ
っ
た
。ま
た
、曜
日
ご
と
の
平
均
来
客
数
は
金
曜
日

が
一
八
人（
営
業
時
間
は
三
時
間
）、土
曜
日
が
七
二

人（
営
業
時
間
七
時
間
）、日
曜
日
が
七
四
人（
営
業
時

間
七
時
間
）で
あ
っ
た
。二
〇
〇
五
年
度
一
〇
月
、二
〇

〇
六
年
一
〇
月
に
も
カ
フ
ェ
事
業
を
行
っ
た
が
、集
客

そ
の
も
の
の
人
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、営
業
期

間
を
延
長
し
た
こ
と
が
、そ
の
ま
ま
顧
客
増
加
に
貢
献

し
て
い
る
。 

 

　
人
気
メ
ニ
ュ
ー 

　
店
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
調
査
数
四
二
三
）を
行
っ

た
の
で
、そ
の
結
果
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。お
客
さ
ん

の
カ
フ
ェ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
の
滞
在
時
間
に
つ
い
て
は「
三
〇
分
〜

一
時
間
以
内
」と
の
回
答
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
た
。

カ
フ
ェ
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
行
事
を
盛
り
込
ん
で

い
る
が
、こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
に

は
、そ
れ
相
応
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。た
だ
し
、一
時

間
以
上
滞
在
さ
れ
た
顧
客
の
割
合
も
多
く（
二
〇
％
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
所
と
し
て
一
定
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
点
が
う
か
が
え
る
。 

　
な
お
、カ
フ
ェ
で
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト（
四
五
〇
円
）で
、全
体
の
約
二
〇
％
を

占
め
た
。こ
の
こ
と
よ
り
顧
客
は
、カ
フ
ェ
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
に
対

し
て
日
常
で
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
街
中「
カ
フ

ェ
」と
し
て
の
機
能
を
期
待
し
て
い
る
点
が
う
か
が
え
る
。 

　
ま
た
、〇
七
年
度
の
カ
フ
ェ
は
、和
歌
山
市
名
産
の「
し

ら
す
丼
」を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、こ
れ
も
大
変

な
人
気
が
あ
っ
た（
注
文
の
約
二
二
％
。ち
な
み
に
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
は
五
％
の
注
文
率
）。こ
れ
は
〇
六
年
の
カ
フ
ェ

で
地
元
和
歌
の
浦
産
の
魚
介
類
を
使
っ
た
カ
レ
ー
が
即

売
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。 

　
つ
ま
り
、簡
易
的
な
カ
フ
ェ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

顧
客
は「
地
元
産
の
料
理
」
を
強
く
望
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。 

　 

  

　
本
企
画
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、

三
年
も
続
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、学
生
な
ど
事
業
参

加
者
は
金
銭
に
代
わ
る
価
値
を
感
じ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。そ
れ
は
、今
ま
で
何
気
な
い
空
間
だ
っ
た
場
所

を
華
や
か
に
し
、人
が
集
ま
る
空
間
に
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
喜
び
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　
二
〇
〇
六
年
の
カ
フ
ェ
は
、秋
の
海
を
楽
し
む
空
間
へ
、

〇
七
年
の
カ
フ
ェ
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
空
き
店
舗
が

華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
と
変
身
し
た
。 

　
な
お
、こ
の
企
画
を
関
西
ニュー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会（
N
B
K
）

主
催
の
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

関
西
大
会
で
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。 

　
仮
に
こ
の
モ
デ
ル
の
応
用
、つ
ま
り
地
方
都
市
の
商
店

街
に
多
い
空
き
家
を
一
時
的
に
公
共
空
間
と
し
て
開

放
し
て
い
た
だ
き
、ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
の「
や

り
が
い
」を
最
大
限
考
慮
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
れ
ば
、

そ
の
中
で
地
域
パ
ワ
ー
が
蓄
積
さ
れ
、街
の
回
遊
性
は
徐
々

に
だ
が
回
復
す
る
は
ず
で
あ
る
。今
あ
る
空
間
を「
探

す
」こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
、実
は
活
性

化
の
近
道
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。 

　
実
際
、同
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
て
か
ら
は
、こ
の
モ
デ

ル
を
応
用
し
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
こ
れ
ま
で
何

件
か
い
た
だ
い
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
各
地

域
で
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 （
※
）足
立
基
浩
「
イ
ギ
リ
ス
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
分
析
」『
和

歌
山
大
学
経
済
学
会
研
究
年
報
』
第
一
一
号
　

二
〇
〇
七
年

  

カフェＷｉｔｈのスタッフ（店舗前）著者はウエイターとして登場（前列一番右） 
（2007年11月撮影） 
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